
平成™˜年 月Ÿ日 火曜日 (第œ˜œ˜号付録) Ÿ月目録官 報

一
二

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
く
危
機
対
応
業

務
及
び
危
機
対
応
円
滑
化
業

務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
件

三
一
187

六
一

〇
国

税

庁

一
八
一
九

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人

を
公
示
す
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

三
一

五

〇
文
部
科
学
省

一
二
六

社
会
教
育
主
事
講
習
等
規
程

第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る

学
修
を
定
め
る
件

三

三

一
二
七

図
書
館
法
施
行
規
則
第
五
条

第
三
項
及
び
第
六
条
第
三
項

に
規
定
す
る
学
修
を
定
め
る

件

三

三

一
二
八

博
物
館
法
施
行
規
則
第
七
条

第
一
項
に
規
定
す
る
学
修
を

定
め
る
件

三

三

一
二
九
e

一
三
六

重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者

の
認
定
及
び
指
定
が
解
除
さ

れ
た
件

四

四

一
三
七
e

一
四
七

重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者

の
認
定
が
解
除
さ
れ
た
件

四

四

一
四
八
e

一
五
二

選
定
保
存
技
術
の
保
持
者
の

認
定
及
び
選
定
が
解
除
さ
れ

た
件

四

五

一
五
三

技
術
士
法
第
三
十
一
条
の
二

第
二
項
及
び
第
三
十
二
条
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
大

学
そ
の
他
の
教
育
機
関
に
お

け
る
課
程
で
あ
っ
て
科
学
技

術
に
関
す
る
も
の
の
う
ち
そ

の
修
了
が
第
一
次
試
験
の
合

格
と
同
等
で
あ
る
も
の
及
び

当
該
課
程
に
対
応
す
る
技
術

部
門
を
指
定
す
る
件
の
全
部

を
改
正
す
る
件

一
〇
167

一

一
五
四

重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者

の
認
定
及
び
指
定
が
解
除
さ

れ
た
件

一
九

三

一
五
五

教
育
関
係
共
同
利
用
拠
点
の

認
定
等
に
関
す
る
規
程
を
定

め
る
件

二
〇

三

一
五
六

ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
樹
立
及
び

分
配
に
関
す
る
指
針
を
定
め

る
件

二
一
178

二
八

一
五
七

ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
使
用
に
関

す
る
指
針
を
定
め
る
件

二
一
178

三
六

一
五
八

登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
を

抹
消
し
た
件

二
五
180

一

一
五
九

文
化
財
を
登
録
有
形
文
化
財

に
登
録
す
る
件

二
五
180

二

〇
文

化

庁

二
〇
二
一

史
跡
を
管
理
す
べ
き
地
方
公

共
団
体
を
指
定
す
る
件

二
七

五

〇
厚
生
労
働
省

三
九
〇

健
康
保
険
組
合
の
解
散
を
認

可
し
た
件

四

五

三
九
一

健
康
保
険
組
合
の
名
称
を
変

更
し
た
件

四

五

三
九
二

健
康
保
険
組
合
の
従
た
る
事

務
所
を
廃
止
し
た
件

四

五

三
九
三

健
康
保
険
組
合
の
事
務
所
の

所
在
地
を
変
更
し
た
件

四

五

三
九
四

薬
事
法
第
七
十
七
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
希

少
疾
病
用
医
療
機
器
を
指
定

し
た
件

四

六

三
九
五

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り

在
宅
就
業
支
援
団
体
を
登
録

し
た
件

六

三

三
九
六

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症

の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
別
表
第

一
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労

働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
の

一
部
を
改
正
す
る
件

一
三

四

三
九
七

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
世
代
育
成
支

援
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
を
指

定
し
た
件

一
三

四

三
九
八

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
次
世

代
育
成
支
援
対
策
推
進
セ
ン

タ
ー
が
同
法
第
二
十
条
第
二

項
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を

変
更
し
た
件

一
三

四

三
九
九

平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告

示
第
二
百
二
十
七
号
を
も
っ

て
告
示
し
た
厚
生
労
働
大
臣

の
指
定
の
効
力
が
消
滅
し
た

件

一
三

四

四
〇
〇

介
護
雇
用
管
理
改
善
等
計
画

の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
一

五

四
〇
一

都
道
府
県
が
行
う
補
助
金
等

の
交
付
に
関
す
る
事
務
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
七

五

四
〇
二

食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
八

四

四
〇
三

健
康
保
険
組
合
の
解
散
を
認

可
し
た
件

三
一

五

四
〇
四

健
康
保
険
組
合
の
名
称
を
変

更
し
た
件

三
一

五

四
〇
五

健
康
保
険
組
合
の
事
務
所
の

所
在
地
を
変
更
し
た
件

三
一

六

四
〇
六

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先

進
医
療
及
び
施
設
基
準
の
一

部
を
改
正
す
る
件

三
一

六

四
〇
七

食
事
に
よ
る
栄
養
摂
取
量
の

基
準
を
定
め
る
件

三
一
187

六
四

〇
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省

三

食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の

高
度
化
に
関
す
る
基
本
方
針

の
一
部
を
変
更
す
る
件

二
五

二

〇
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
、

環

境

省

一

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造

等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第

二
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ

き
化
学
物
質
を
第
二
種
監
視

化
学
物
質
と
し
て
指
定
し
た

件

三
一
187

七
六

〇
厚
生
労
働
省
、
国
土
交
通
省

一

高
齢
者
の
居
住
の
安
全
の
確

保
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

の
全
部
を
改
正
す
る
件

一
九

三

二

高
齢
者
居
宅
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
指
針
を
定
め
る

件

一
九

七

〇
農
林
水
産
省

一
〇
二
一

農
産
物
規
格
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
件

三

三

一
〇
二
二

一
〇
二
三

保
安
林
の
指
定
を
解
除
す

る
件

三

三

一
〇
二
四
e

一
〇
四
八

保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

四
163

一

一
〇
四
九
e

一
〇
五
二

保
安
林
の
指
定
を
解
除
す

る
件

四
163

四

一
〇
五
三
e

一
〇
五
六

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件

を
変
更
す
る
件

四
163

五

一
〇
五
七

動
物
用
抗
生
物
質
医
薬
品

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る

件

五

六

一
〇
五
八

中
央
卸
売
市
場
に
お
い
て

卸
売
の
業
務
を
行
っ
て
い

る
者
の
名
称
の
変
更
の
届

出
が
あ
っ
た
件

五

六

一
〇
五
九

中
央
卸
売
市
場
の
卸
売
業

者
が
卸
売
の
業
務
を
廃
止

し
た
件

五

六

˜˜
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